
子ども食堂における成果のー考察  

－振り返りから教員養成課程の学生が得たもの－ 
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【要旨】 

 日本は、18 歳未満の子どもの約 6 人に 1 人が貧困状態である。ここでは「子どもの相対

的貧困率」はあくまでも経済指標であり、「貧困」の本質は捉えられていない。本来、「子

どもの貧困」とは「子どもが経済的貧困と社会生活に 必要なものの欠乏状態におかれ，

発達の諸段階におけるさまざまな機会が奪われた結果，人生全体に影響を 与えるほどの

多くの不利を負ってしまうこと」である。そこで、本研究では子供の貧困対策である子ど

も食堂に焦点を当てて、その成果などについて議論していく。ここでの成果は、子ども食

堂に関わることで得られた学びや意識の変容等を指す。大きな課題として、は「こども食

堂を続けるために必要な資源（場所・資金・食材・ボランティアなど）をどうやって継続

的に確保するか」と「支援が必要なこどもたちとどのようにつながっていくか」がある。

教員養成課程に所属する学生ボランティア 4 名に、子ども食堂ボランティアを通して気付

いたことや学んだこと、意識の変容などを調査した。結果として特徴的だったものが

「壁」という単語である。人間関係の壁を取り除きたいや自分自身が壁を作ってしまって

いたなどと言った回答があり、「壁」に対してどう対応すべきか考えている学生が多いこ

とが分かる。今後の課題としては、自助を補うための共助、公助の３つのバランスを整え

ることが重要でとされている。 

 

【感想】 

 子ども食堂の成果を定量的に分析しているという点に、本稿の面白みを感じた。子ども

食堂はボランティア活動という意識が強く、結果として何か表すことも難しいため、どの

ように定量的に評価するのか興味を持った。そんな中で、学生ボランティアを子ども食堂

と教育現場との架け橋と捉え、相互理解を促進できるような研究は大変意義があると感じ

る。子どもの貧困と教育は切れない関係である。教育の面と生活の面でどちらも支援でき

るような取り組みのきっかけになると思う。 


